
さといも分離機 発明のSTB-2

親芋から子芋･孫芋をテコの原理で分離！

◆親芋の大きな塊を小さな塊に分離し、その後の
手での作業を手助け

◆作業者の⾝⻑に合わせ､ハンドル位置が調整可能
◆圃場や屋内など作業場所に合わせて､機体高さが
調節可能

◆手動式で簡単操作､1人での作業も可能
◆親芋の大きさに合せて､押抜受金具の径が変わり､
芋をしっかり固定

◆テコの原理で押抜金具が親芋を押し､
子芋・孫芋を分離

◆分離した芋は､選別枠の傾斜に沿って下方に
送られ､土は落下

選別枠

本機は､｢福井県大野市上庄地区｣の
農家のアイデアを形にした製品です。

主な特⻑

作業動画
（動画はSTB-1です）

2024年2月製作

※改良のため予告なく仕様を変更する場合があります。保証書を添付していますので大切に保管してください。

従来機(STB-1)と比較して、ハンドルを強化し押抜軸の動きがスムーズ。
また軸先にゴム板を追加して芋へのキズを軽減。

作業写真はSTB-1です

押抜軸

押抜受金具

さといも分離機
STB-2

全 ⻑
1150mm
(取手取外し時：940ｍｍ)

全 幅 1200mm
全 高 1300mm
重 量 56.5kg

外径360mm×幅80mm
(前方2輪 後方はスタンド)
約90〜110cm(無段階)
495〜655mm
(40mm毎5段階)
5段

押 抜 軸 径 φ16mm
里芋 挿入 間口 250mm

押抜受リング径
φ90・φ110・φ125mm
(3段階調節)
取手 2本付 属 品

輪 距

フレーム高さ調節範囲

ハンドル高さ調節段数

押抜部

主要諸元
名 称
型 式

機体
寸法

車 輪


